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５
月
１
日
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
、
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

日
本
の
経
済
は
、
そ
う
遠
く
な
い
将
来
に
、
新
潟
沖

の
石
油
開
発
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
利
活
用
等
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
国
と
し
て
の
豊
か
な
経
済
成
長
が
期

待
で
き
ま
す
。
開
発
を
経
て
、
実
を
結
ぶ
ま
で
に
は
、

十
数
年
か
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
間
、
少
子
高
齢
化
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
等
、

現
状
ど
お
り
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も
同
様

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
・
議
会

の
代
表
と
し
て
、
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
、
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

執
行
部
と
議
会
は
、
車
の
両
輪
と
し
て
、
町
民
の
皆

様
が
元
気
に
な
る
こ
と
、
町
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願

う
思
い
は
同
じ
で
す
。
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、「
元
気
な

町
岡
垣
」の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

変
わ
ら
ず
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　議会運営委員会の選出は各常任委員会
から３名、うち１名は委員長とし、合計
６名で構成されています。
　円滑な議会運営のため、議会運営に関
する全般の協議や調整、議長からの諮問
に関することについての活動を行ってい
ます。
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昨
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

で
、
議
会
は
今
ま
で
以
上
に
自
治

体
の
首
長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、

議
会
制
度
改
革
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
て
、
議
会
の
責
務
も
更
に
高
ま

り
、
議
会
運
営
も
議
員
の
活
発
な

論
議
の
中
で
進
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
一
人
ひ
と

り
の
議
員
力
が
求
め
ら
れ
る
時
代

と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
運
営
委
員
会
の
職
務
は
、

①
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

② 

議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に

関
す
る
条
例
等
に
関
す
る
事
項

③
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

等
と
自
治
法
に
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

議
会
が
開
催
さ
れ
る
前
に
、
議

案
等
の
内
容
を
諮
り
、
審
議
日
程

の
調
整
や
特
に
議
長
か
ら
の
諮
問

事
項
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
審
査

し
、
円
滑
で
効
果
的
な
議
会
運
営

の
た
め
の
答
申
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
議
会
改
革
と
活
性
化
」
は
、
議

会
の
永
遠
の
課
題
で
あ
り
、
積
極

的
か
つ
、的
確
に
議
長
に
答
申
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　総務産業常任委員会は、企画政策
室、情報推進課、総務課、地域づく
り課、税務課、会計課、都市建設課、
産業振興課及び上下水道課の所管事
項の議案・請願等を審査する活動を
行っています。
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議
会
議
員
定
数
13
名
の
と
こ

ろ
、
昨
年
末
の
町
長
選
挙
に
伴
う

町
議
補
欠
選
挙
が
行
え
ず
、
現
在

欠
員
１
の
12
名
の
議
会
で
す
。

　

議
事
運
営
に
不
偏
不
党
・
公
平

を
も
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
議
長
が
、
委
員
会
議
決
に
加
わ

る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
と
の
趣

旨
か
ら
、議
会
人
事
刷
新
の
も
と
、

欠
員
１
の
影
響
で
わ
が
総
務
産
業

常
任
委
員
会
は
、
５
名
で
の
構
成

で
す
。

　

大
き
く
は
、
道
州
制
の
議
論
の

行
方
、
国
と
地
方
財
政
の
今
後
の

あ
り
方
、
憲
法
改
正
の
議
論
等
。 

　

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
三
里
松

原
の
松
枯
れ
対
応
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

推
移
を
見
守
り
な
が
ら
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
ど
う
す
る
か
、
商

工
業
の
振
興
、
駅
南
北
の
開
発
、

防
災
等
。
山
積
す
る
課
題
に
後
ず

さ
り
す
る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ

ん
。

　

付
託
案
件
の
審
議
の
他
、請
願
・

陳
情
の
審
査
に
も
委
員
会
と
し
て

力
を
集
め
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

負
託
に
応
え
た
い
。
同
時
に
、
閉

会
中
の
調
査
・
研
究
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
中
で
、
町
が
直

面
す
る
課
題
に
対
し
て
、
提
言
す

る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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　文教厚生常任委員会は、住民環境課、
福祉課、健康づくり課、こども未来課、
教育総務課及び生涯学習課の所管事項の
議案・請願等を審査する活動を行ってい
ます。
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議
会
人
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
委

員
の
希
望
と
互
選
に
よ
り
、
前
期

と
同
様
の
委
員
会
構
成
で
す
。

　

私
た
ち
が
所
管
す
る
分
野
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
教
育
、福
祉
、

環
境
な
ど
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
上
で
重
要
な
事
項
で
す
。

　

国
の
政
権
が
変
わ
り
「
自
己
責

任
」
が
強
調
さ
れ
、
教
育
や
社
会

保
障
の
面
で
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
町
政
が
住
民

福
祉
で
果
た
す
役
割
も
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
期
は
、
子
育
て
支
援
や
健
康

づ
く
り
、
環
境
問
題
や
社
会
教
育

に
つ
い
て
も
、
訪
問
・
視
察
を
重

ね
、
課
題
や
問
題
点
を
抽
出
し
、

そ
の
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

防
災
の
推
進
と
同
時
に
、医
療
・

介
護
・
保
健
な
ど
、
福
祉
の
連
携
・

充
実
が
大
事
で
す
。

　

私
た
ち
委
員
会
は
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
生
か
し
、
議
員
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　議会広報特別委員会は、住民に議会と
町政への関心を深めてもらい、議会の審
議、活動状況を広く知らせる役割を担っ
ています。その充実を進める活動を行い
ます。
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５
月
１
日
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
議

会
広
報
特
別
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
議
員
に
よ
る
校
正
や

編
集
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
、
８

年
目
に
な
り
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
担
う
役
割

は
、
議
会
で
の
審
議
内
容
や
決
定

さ
れ
た
事
項
を
正
確
で
公
正
な
、

読
み
易
く
・
わ
か
り
易
い
紙
面
で
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
こ

と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り

や
地
方
分
権
に
伴
う
、
通
年
議
会

を
も
念
頭
に
置
い
て
、
情
報
発
信

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
化
や
Ｉ
Ｔ
化

も
課
題
で
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
議
会
情
報
発
信
も
加
速
さ

せ
、
特
に
若
い
方
々
が
町
政
に
興

味
を
持
っ
て
、
さ
ら
に
参
画
頂
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
ん
で
頂
け
る
よ
う
、
企
画
・
校

正
・
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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議
案
第
44
号

選
挙
第
１
号　

当
選

4
　

臨
時
議
会
が
５
月
１
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
、
専
決
処
分
一

議
案
、
協
定
書
の
締
結
に
つ
い
て

な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

正
副
議
長
選
挙
を
は
じ
め
と
し

て
、
常
任
委
員
の
選
任
を
行
い
ま

し
た
。

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
に
つ
い
て
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４
月
25
日
19
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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催
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